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　10月5日、上県町目保呂ダム馬事公園で、第７回対馬初午祭
が開催され、約1000人の観客が訪れました。
　「馬跳ばせ」や「流鏑馬（やぶさめ）」、数え年２・３歳
の子供を馬に乗せての記念写真撮影など、とても賑やかに行
われました。祭のフィナーレでは、７頭の対州馬が直線250メ
ートルのコースを一斉にスタート。土煙を上げながら迫力満
点に激走する姿に、観客から「跳ばせ、跳ばせ」と歓声が上
がっていました。
　この馬跳ばせは、瀬田地区の伝統行事として行われ、農作
業が一段落する旧暦６月の最初の午の日に、初節句の代わり
として健やかな成長を祈願し、初午祭の余興の一つとして行
われています。

　10月18、19日、日本有数のリアス式海岸である浅茅
湾を舞台に「2008 対馬シーカヤックマラソン大会」が
行われました。
　島内外から49艇70人が参加し20㎞、10㎞、5㎞それ
ぞれシングル、ペアの6種目でレースを繰り広げました。
　和多都美神社前の入り江からスタートした選手たちは、
海の上をスーっとアメンボウのように軽々と進んでいま
した。復路は、向かい風が敵になり、腕と肩に蓄積した
疲労に耐えながら、一生懸命ゴールを目指していました。
　２日目は、職域などで構成する駅伝レースや親子レー
スのふれあいイベントが行われ、意気の合ったオールさ
ばきでスムーズに進むチームや蛇行するチームなど様々でしたが、海と山に囲まれたフィールドで、ふれあい
あり、笑顔ありと楽しい一日でした。

　10月12日、峰町のスポーツ愛好者が一堂に集い、健康増進や
競技向上などを目的とした第7回峰町ボールフェスティバルが開
催されました。
　ソフトボール（スローピッチ）、ミニバレーボール、ゲート
ボールの三つの競技に分かれ18チーム、184人が参加し、熱戦
を繰り広げました。競技では珍プレー、好プレイなど見られ、
皆さん心地よい汗を流し、親睦を深めていました。
結果　■ソフトボール優勝＝佐賀／準優勝＝三根浜ビーチボー
イズ■ミニバレーボール優勝＝田志／準優勝＝シャインズ■ゲ
ートボール優勝＝佐賀／準優勝＝志多賀�
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自然と人がふれあった　2008 対馬シーカヤック　

ホールインワンが連続　高齢者ふれあいスポーツ大会

心地よい汗が流れた　峰町ボールフェスティバル

　10月17日、グリーンピアつしまにおいて、対馬市社会福祉協議
会主催による「高齢者ふれあいスポーツ大会」が開催されました。
　美津島町内に住んでいる60歳以上の高齢者198人が健康増進と
親睦を図ろうと参加しました。「カーン」という木製の音が、ぽ
かぽか陽気の青空を突き抜け、競技場からは「もっと強う打たん
かい」「おしいのー」と、皆さんにぎやかにプレイを楽しんでい
ました。
　パークゴルフでは、ホールインワンを５人が達成、特に根緒の
山下智恵子さんは、５番６番ホールを連続でホールインワンする
など実力を十分発揮していました。

　結果　■パークゴルフ　優勝＝樽ヶ浜／準優勝＝鶏鳴第一Ａ　■ゲートボール　優勝＝吹崎／準優勝＝今里�

め ぼ ろ



　厳原町田渕の山城松子さんが、経済産業省より統計調査功労に
対し感謝状を受賞されました。
　統計調査員として長年従事した方に贈られ、山城さんは、昭和
63年から商業統計を７回、工業統計に３回従事され、商工業の実
態や施策の基礎資料となる重要な役割を果たし貢献されました。
「やり終えた時の達成感はなんともいえませんよ」と話してくれ
た山城さんは、現在でも、調査員として第一線で活躍されています。

　上県町佐須奈（大地地区）の原野カヤさんが99歳を迎えられ、対馬
市から敬老祝い金と褒状が贈られました。
　明治42年10月1日生まれのカヤさんは、80歳を越えてもアメリカに
住む娘さんに会うため一人で旅行に行くほど、国際感覚がとても豊か
な方です。
　現在は、特別養護老人ホーム日吉の里を利用され、この日は、施設
利用者の皆さんがお祝いに集まり、嬉しそうに笑顔をこぼしていました。
　これからも健康に気を付けて下さい。

　10月10日、長崎県戦没者慰霊奉賛会対馬支部の主催による、平
成20年度対馬市戦没者追悼式が、対馬市シャインドームみねで行
われ、遺族や関係者約300人が参列し、対馬出身者1400人余りの
冥福を祈りました。式典では、参列者全員で黙祷を捧げ、白い菊
を手にした参列者が、ゆっくりと祭壇に向かい英霊を偲びました。
　対馬市連合遺族会の庄司實会長は「先の大戦後、遺族としての
道のりは、遠く苦しいものでしたが、それだけに、今日の平和の
有り難さ、尊さを身に染みて感じます。平和な日本を築く事が特
命であり、責務であると思います」と遺族代表の言葉を述べました。
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99歳（白寿）　おめでとうございます。

経済産業省所管統計調査功労の感謝状を受賞

平和の大切さを実感　対馬市戦没者追悼式

　10月13日、対馬市交流センターで「君に
とどけたい愛のコンサート」が開催され多く
の市民がつめかけました。
　子守唄や童謡を、次の世代に歌い継いで行
き、音楽のすばらしさと視覚障害に対する理
解を深めてもらおうと、テノール歌手の勝田
友彰さん（佐賀県出身）が、平成９年から各
地で開催し、対馬では２回目となります。コ
ンサートでは、視覚障害を持つ綱川泰典さん
のフルートが、伴奏を務める中、テノールの
勝田さんと安保弘介さんが「故郷」などを披
露しました。地元からは、対馬高校コーラス部が参加し、澄み切った歌声と洗練された美しいハーモニーが会
場を包み込みました。ハンディを超えて共演している綱川さんの姿は、私たちに感動と、人としての生き方を
伝えてくれました。
　綱川さんがフルートを、始めたきっかけは、まだ目がみえるころ「フルートの色がキラキラして、きれいだ
ったから」とエピソードを話してくれました。

感動　君にとどけたい
　　　　　愛のコンサート
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旧
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大
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模
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書
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社
計
50
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参
加
し
、
福
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西
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と
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地
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　10月7日、峰町運動公園陸上競技場で、対馬市中学校体
育連盟主催の対馬市中学校体育大会（駅伝競技）が開催
されました。
　風のない秋晴れの中で行われたこの大会は、男女共に
19チームが参加し、陸上競技場から狩尾方面を折り返す
コースを男子６区間20㎞、女子５区間12㎞で、熱戦が繰
り広げられました。
　大会は、男子の部からスタート、久田中の早田太一く
ん（２年）が先頭でたすきを渡し、西部中、 知中、厳
原中が追いかける展開、西部中は、３区の松村寛紀くん（３
年）がトップに躍り出すとその後は、トップを明け渡す
ことなく見事に優勝を飾りました。
　女子の部では、今大会６連覇中の 知中と厳原中の２
校が激しいデットヒートを繰り広げ、厳原中４区の長瀬
妙子さん（１年）が、区間賞をとる力走でトップに立つと、
最終区の大串彩花さん（３年）も区間賞をとる見事な走
りで、優勝を勝ち取りました。
　男女上位２チームは11月11日に諌早市で開かれる長崎
県中総体駅伝競技に、対馬市代表として出場しました。

①西　部　1時間 6分34秒
②厳　原　1時間 6分49秒
③ 　知　1時間 7分18秒
④豊　玉　1時間 7分53秒
⑤久　田　1時間 8分10秒
⑥比田勝　1時間10分42秒
《区間賞》
１区（4㎞）早田太一（久田）12分52秒
２区（3㎞）糸瀬大貴（厳原）９分41秒
３区（3㎞）松村寛紀（西部）９分46秒
４区（3㎞）井上智仁（厳原）９分48秒
５区（3㎞）松永健太（久田）10分９秒
６区（4㎞）中村和仁（西部）13分34秒

①厳　原　43分34秒
② 　知　44分7秒
③比田勝　44分36秒
④豊　玉　44分44秒
⑤久　田　45分24秒
⑥大船越　46分31秒
《区間賞》
１区（3㎞）桐谷由紀（厳原）10分43秒
２区（2㎞）川上綾香（ 知）７分13秒
３区（2㎞）修行　蘭（ 知）７分28秒
４区（2㎞）長瀬妙子（厳原）７分23秒
５区（3㎞）大串彩花（厳原）10分47秒
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激戦　対馬市中学校体育大会（駅伝競技）
男子は西部中、女子は厳原中が優勝�

男子　６区間　20㎞

大 会 成 績

女子　５区間　12㎞




